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１．はじめに
　布の接触冷温感の研究は 1970年代にその基礎が築か
れ、接触冷温感と布の熱吸収特性との関係を明らかに
した研究 1）、接触冷温感速度としての初期熱流束最大値
（q max）の有効性を裏付けた研究 2）などの基礎研究の
ほか、福祉用具の木製部材の触り心地のよさを接触温冷
感で評価する研究 3）、住宅の床冷却の研究 4）などプロダ
クトや住宅分野でも接触冷温感は快適性になくてはなら
ない要因として研究されている。
　近年、節電への関心の高まりから冷感寝具が人気を集
めている。冷感寝具は接触冷感素材を使用しているため
肌に触れたときにひんやりと感じること、汗をかいても
素早く吸収すること、表面がさらっとしていて肌触りが
いいこと、家で洗濯できすぐに乾くなどの点から暑い夏
の夜でも快適に過ごすことができる商品であるという理
由から人気を集めている。
　現在様々な企業が冷感寝具を発売している。しかしど
の企業も「接触冷感・吸汗速乾・抗菌防臭加工」など同
じキャッチフレーズを使用しているものが多く、それぞ
れがどのように違うのかよく分からない。また、同じ
キャッチフレーズを使用した商品でも機能性に違いが見
られ、特に冷感敷パットについては良い評価ばかりでな
く悪い評価も多くインターネットにあげられている。そ
の主な意見としては肌に触れていたところがすぐにぬる
くなってしまう、初夏には良いが真夏は役に立たないと
感じるというものであった。
　このような背景から冷感敷パットの機能性については
企業ごとに違いが見られるため、市販冷感敷パット品質
評価を試みる。
２．実験
　ここでは冷感を数値化するために q max値を、冷感と
は逆の温かさの指標である保温率、汗の吸いやすさの目
安としての吸水性測定、吸った汗の乾き安さの指標とな
る乾燥性測定、不感蒸散により身体から排出される水蒸
気の通過しやすさを透湿性測定により、それぞれ評価す
る。
２－１．試料
　使用した市販冷感敷きパッドの概要を表 1に示す。大
型スーパーなどで手に入る 3000円前後を中心に、1000
円台から 3000円台までの 5メーカーの商品を選択した。
　表地はすべての試料でナイロンかナイロン混のもの
で、すべて吸水速乾（吸汗速乾）を謳っているので、吸
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水速乾加工を施したナイロンと推測できる。鉱石を練り
込んだひんやり生地、接触冷感糸使用、接触冷感、強冷
感、接触冷感などの表示も、触るとひんやりするという
ことを表していて、すべての商品に共通している。
　抗菌防臭加工や洗濯可（ネット使用）などもすべての
試料に施され、記載されている。
２－２．実験方法
２－２－１．接触冷温感試験
　接触冷温感はその物体に触ったときに、冷たく感じた
り、温かく感じたりする感覚で、材料表面の熱の移動に
関する性質である。
　KES-F7サーモラボⅡ試験機（（カトーテック製）を用
い、ｑ max値を測定する。ｑ max値は、面積 9㎝2、質
量 9.79gの純銅板（熱容量 4.186 × 103JK-1m-2）に熱を貯
え、これが試料表面に接触した直後、貯えられた熱量が
低温側の試料に移動する熱流のピーク値を測定した値で
ある。従って、ｑ max値は大きいほど、熱の移動が大
きい、すなわち冷たく感じる。
２－２－２．保温性試験
　保温性はヒトの体温調節のうえから重要な性質の 1つ
で、材料内の熱の移動に関する性質である。
　保温率は JIS L1906　A法　恒温法によって測定した。
36 ± 1℃に設定した試験板を 2時間、36 ± 1℃に保つの
に必要な電力量 a（Wh-1）と、試験板上を試料で覆い、
2時間、試験板を 36 ± 1℃に保つのに必要な電力量 b
（Wh-1）を用いて（1）式から保温率を計算する。
　　　保温率（％）＝（1-b/a）× 100　　　　　　（1）
保温率は大きいほど温かい。
２－２－３．透湿性試験（JIS L 1099 繊維製品の透湿
度試験法　A-2 法（ウォーター法）
　透湿性は水蒸気を透過する性質の事である。材料に
よって隔てられた 2つの気相の水蒸気圧が異なるとき
に、水蒸気圧の高い相から低い相に向かって起こる。寝
具の透湿は、身体の熱バランスと快適さにとって重要な
因子である。
　JIS L 1099では水を入れた所定のカップを用いて、温
度 20± 2℃、湿度 65± 2％ RHの条件下で、試料を通っ
て移動した水蒸気量を質量で測定し、試料で覆わなかっ
たときの水蒸気の移動量との比で（2）式の通り表して
いる。
　　　水蒸気透過率 P（％）＝（A/B）× 100　　　（2）
Aは 24時間後における試料を通過した水蒸気量で、Bは
試料なしにおける水蒸気蒸発量である。透湿度（gm-2h-1）
は、カップを覆っている試料 1m2あたりを 1時間に通
過する水蒸気の質量（ｇ）で表す。
２－２－４．吸水性試験（JIS L 1907 繊維製品の吸水
性試験方法　滴下法）
　吸水性は液体状の水分、いわゆる水を吸う性質の事で
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ての吸水性測定、吸った汗の乾き安さの指標となる乾燥性
測定、不感蒸散により身体から排出される水蒸気の通過し
やすさを透湿性測定により、それぞれ評価する。

．試料
  使用した市販冷感敷きパッドの概要を表 に示す。大
型スーパーなどで手に入る 円前後を中心に、円
台から 円台までの メーカーの商品を選択した。
表地はすべての試料でナイロンかナイロン混のもので、
すべて吸水速乾（吸汗速乾）を謳っているので、吸水速乾
加工を施したナイロンと推測できる。鉱石を練り込んだひ
んやり生地、接触冷感糸使用、接触冷感、強冷感、接触冷
感などの表示も、触るとひんやりするということを表して
いて、すべての商品に共通している。 
抗菌防臭加工や洗濯可（ネット使用）などもすべての試料
に施され、記載されている。 
－．実験方法
 接触冷温感試験
接触冷温感はその物体に触ったときに、冷たく感じたり、
温かく感じたりする感覚で、材料表面の熱の移動に関する
性質である。
 .(6)サーモラボⅡ試験機（（カトーテック製）を用い、
ｑPD[値を測定する。ｑPD[値は、面積 ㎝ 、質量 Jの
純銅板（熱容量 ×-.P）に熱を貯え、これが試
料表面に接触した直後、貯えられた熱量が低温側の試料に
移動する熱流のピーク値を測定した値である。従って、
ｑPD[値は大きいほど、熱の移動が大きい、すなわち冷たく
感じる。

保温性試験
保温性はヒトの体温調節のうえから重要な性質の  つ
で、材料内の熱の移動に関する性質である。
 保温率は -,6 / $法 恒温法によって測定した。
±℃に設定した試験板を 時間、±℃に保つのに必
要な電力量 D（:K）と、試験板上を試料で覆い、 時間、
試験板を ±℃に保つのに必要な電力量 E（:K）を用い
て（）式から保温率を計算する。
保温率（％）＝（ED）×        （）
保温率は大きいほど温かい。

 透湿性試験（-,6/繊維製品の透湿度試験
法 $法（ウォーター法）
透湿性は水蒸気を透過する性質の事である。材料によっ
て隔てられた つの気相の水蒸気圧が異なるときに、水蒸
気圧の高い相から低い相に向かって起こる。寝具の透湿は、
身体の熱バランスと快適さにとって重要な因子である。
 -,6 / では水を入れた所定のカップを用いて、温
度 ±℃、湿度 ±％5+の条件下で、試料を通って移
動した水蒸気量を質量で測定し、試料で覆わなかったとき
の水蒸気の移動量との比で（）式の通り表している。
   水蒸気透過率 3（％）＝（$%）×      （）
$は 時間後における試料を通過した水蒸気量で、%は試
料なしにおける水蒸気蒸発量である。透湿度（JPK）は、
カップを覆っている試料 ｍあたりを  時間に通過する
 
 
表１
32
ある。汗は 98％以上の水分とミネラル等で構成されて
いて、体温調節に大きな役割を果たしている。
　滴下法は一定量の水滴が試料上をぬれ広がる時間を吸
水性の目安にする。ぬれ広がる時間が短いほど吸水性が
よいとなる。
２－２－５．乾燥性試験（拡散性残留水分率試験）
　試料に吸水されている水分が、蒸発、脱湿して環境湿
度と平衡になるまでの時間で評価する。時間が短いほど
乾燥性が大きい。本実験では、20 × 20cmの試料に純水
を 0.05mL滴下し、温度 20 ± 2℃、湿度 65 ± 2％ RHの
条件下で、吊り干しし、一定時間ごとにその質量を測定
した。残留水分率は（3）式から求めた。
　　残留水分率（％）＝（（Wt-W）/（W0-W））× 100　（3）
ここで、Wtはｔ分後の試料の質量、Wは乾燥試料の質
量、W0は試料に水滴を滴下した時の質量である。
３．結果と考察
３－１．熱に関する性質 
　各試料ともにｑ max値を 6回測定し、平均値を求め、
図 1に示す。ｑ max値が最も大きかったのは試料 No.3
で、以下、No.2、No.4、No.1と続き、最も小さかった
のは No.5であった。No.5のｑ max値は、冷感敷きパッ
ドではない薄手布団と比べても小さかった。No.1から
5までのすべての試料で接触冷感を謳っていたが、違い
があることが明確になった。大きな違いは価格で、No.1
～ 4の試料は 2900円～ 3218円であるのに対し、No.5
のみこれらの半額近い 1490円であった。ともあれ、
No.3の製品が最もひんやり感を感じると言えそうであ
る。
　図 2に各試料の保温率を示す。最も大きいのは試料
No.2で、次いで No.3、No.1、No.4と続き、No.5が最も
小さかった。No.3から No.5までの差はほとんどない。
保温率は大きいほど熱を保持する能力が高いので、冷感
を求めるのであれば、小さいほうがよいと言える。そこ
で、図 3にｑ max値と保温率の関係を示す。ｑ max値
は大きく、保温率は小さいほうが、冷感がより長く感じ
ると言える。この観点で試料を評価すると、ｑ max値
が 0.14、保温率が 68.7％の No.3またはｑmax値が 0.11、
保温率が 65.0％の No.4がよいと言えそうだ。当然のこ
とながら、熱は高いほうから低いほうへ流れるので、冷
感を感じる敷物であっても、身体を移動しなければ、体
温に近い温度になるので、冷感を得たいのであれば、寝
返りをうって、身体を移動する必要がある。熱移動の原
理を知って、正しい使い方をしなければ、よい効果は得
られないことを理解すべきである。
３－２．水分に関する性質（透湿、吸水、乾燥）
　図 4に各試料の透湿度を試料の厚さに対してプロッ
トしたものを示す。一般に透湿度は厚さが厚いほど透
図１　各試料のｑ max 値
図２　各試料の保温率
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水蒸気の質量（ｇ）で表す。

 吸水性試験（-,6/繊維製品の吸水性試験
方法 滴下法）
 吸水性は液体状の水分、いわゆる水を吸う性質の事であ
る。汗は ％以上の水分とミネラル等で構成されていて、
体温調節に大きな役割を果たしている。
 滴下法は一定量の水滴が試料上をぬれ広がる時間を吸
水性の目安にする。ぬれ広がる時間が短いほど吸水性がよ
いとなる。

 乾燥性試験（拡散性残留水分率試験）
 試料に吸水されている水分が、蒸発、脱湿して環境湿度
と平衡になるまでの時間で評価する。時間が短いほど乾燥
性が大きい。本実験では、×FPの試料に純水を P/
滴下し、温度 ±℃、湿度 ±％5+の条件下で、吊り
干しし、一定時間ごとにその質量を測定した。残留水分率
は（）式から求めた。
  残留水分率（％）＝（（:W:）::）× （）
ここで、:W はｔ分後の試料の質量、: は乾燥試料の質量、
:は試料に水滴を滴下した時の質量である。

．結果と考察
 熱に関する性質
各試料ともにｑPD[値を 回測定し、平均値を求め、図 
に示す。ｑPD[値が最も大きかったのは試料 1Rで、以下、
1R、1R、1Rと続き、最も小さかったのは 1Rであ
った。1RのｑPD[値は、冷感敷きパッドではない薄手布団
と比べても小さかった。1R から  までのすべての試料
で接触冷感を謳っていたが、違いがあることが明確になっ
た 大きな違いは価格で、1R～の試料は 円～
円であるのに対し、1Rのみこれらの半額近 円で
あった。ともあれ、1Rの製品が最もひんやり感を感じる
と言えそうである。
図 に各試料の保温率を示 。最も大きいのは試料 1R
で、次いで 1R、1R、1Rと続き、1Rが最も小さか
った。1Rから 1Rまでの差はほとんどない。保温率は
大きいほど熱を保持する能力が高いので、冷感を求めるの
であれば、小さいほうがよいと言える。そこで、図 に
ｑPD[値と保温率の関係を示す。ｑPD[値は大きく、保温率
は小さいほうが、冷感がより長く感じると言える。この観
点で試料を評価すると、ｑPD[値が 、保温率が ％
の 1RまたはｑPD[値が 、保温率が ％の 1Rが
よいと言えそうだ。当然のことながら、熱は高いほうから
低いほうへ流れるので、冷感を感じる敷物であっても、身
体を移動しなければ、体温に近い温度になるので、冷感を
得たいのであれば、寝返りをうって、身体を移 動する必
要がある。熱移動の原理を知って、正しい使い方をしなけ
れば、よい効果は得られないことを理解すべきである。
図  各試料の保温率
図  各試料の TPD[値と保温率との関係
図 各試料のｑPD[値
図  透湿度に及ぼす試料の厚さの影響
厚さPP 
図３　各試料のｑ max 値と保温率との関係
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水蒸気の質量（ｇ）で表す。

 吸水性試験（-,6/繊維製品の吸水性試験
方法 滴下法）
 吸水性 液体状の水分、いわゆる水を吸う性質の事であ
る。汗は ％以上の水分とミネラル等で構成されていて、
体温調節に大きな役割を果たしている。
 滴下法は一定量の水滴が試料上をぬれ広がる時間を吸
水性の目安にする。ぬれ広がる時間が短いほど吸水性がよ
いとなる。

 乾燥性試験（拡散性残留水分率試験）
 試料に吸水されている水分が、蒸発、脱湿して環境湿度
と平衡になるまでの時間で評価する。時間が短いほど乾燥
性が大きい。本実験では、×FPの試料に純水を P/
滴下し、温度 ±℃、湿度 ±％5+の条件下で、吊り
干しし、一定時間ごとにその質量を測定した。残留水分率
は（）式から求めた。
  残留水分率（％）＝（（:W:）::）× （）
ここで、:W はｔ分後の試料の質量、: は乾燥試料の質量、
:は試料に水滴を滴下した時の質量である。

．結果と考察
 熱に関する性質
各試料ともにｑPD[値を 回測定し、平均値を求め、図 
に示す。ｑPD[値が最も大きかったのは試料 1Rで、以下、
1R、1R、1Rと続き、最も小さかったのは 1Rであ
った。1RのｑPD[値は、冷感敷きパッドではない薄手布団
と比べても小さかった。1R から  までのすべての試料
で接触冷感を謳っていたが、違いがあることが明確になっ
た。大きな違いは価格で、1R～の試料は 円～
円であるのに対し、1Rのみこれらの半額近い 円で
あった。ともあれ、1Rの製品が最もひんやり感を感じる
と言えそうである。
図 に各試料の保温率を示す。最も大きいのは試料 1R
で、次いで 1R、1R、1Rと続き、1Rが最も小さか
った。1Rから 1Rまでの差はほとんどない。保温率は
大きいほど熱を保持する能力が高いので、冷感を求めるの
であれば、小さいほうがよいと言える。そこで、図 に
ｑPD[値と保温率の関係を示す。ｑPD[値は大きく、保温率
は小さいほうが、冷感がより長く感じると言える。この観
点で試料を評価すると、ｑPD[値が 、保温率が ％
の 1RまたはｑPD[値が 、保温率が ％の 1Rが
よいと言えそうだ。当然のことながら、熱は高いほうから
低いほうへ流れるので、冷感を感じる敷物であっても、身
体を移動しなければ、体温に近い温度になるので、冷感を
得たいのであれば、寝返りをうって、身体を移 動する必
要がある。熱移動の原理を知って、正しい使い方をしなけ
れば、よい効果は得られないことを理解すべきである。
図  各試料の保温率
図  各試料の TPD[値と保温率との関係
図 各試料のｑPD[値
図  透湿度に及ぼす試料の厚さの影響
厚さPP 
図４　透湿度に及ぼす試料の厚さの影響
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水蒸気の質量（ｇ）で表す。

 吸水性試験（-,6/繊維製品の吸水性試験
方法 滴下法）
 吸水性は液体状の水分、いわゆる水を吸う性質の事であ
る。汗は ％以上の水分とミネラル等で構成されていて、
体温調節に大きな役割を果たしている。
 滴下法は一定量の水滴が試料上をぬれ広がる時間を吸
水性の目安にする。ぬれ広がる時間が短いほど吸水性がよ
いとなる。

 乾燥性試験（拡散性残留水分率試験）
 試料 吸水されている水分が、蒸発、脱湿して環境湿度
と平衡になるまでの時間で評価する。時間が短いほど乾燥
性が大きい。本実験では、×FPの試料に純水を P/
滴下 温度 ±℃、湿度 ±％5+の条件下で、吊り
干しし、一定時間ごとにその質量を測定した。残留水分率
は（）式から求めた。
  残留水分率（％）＝（（:W:）::）× （）
ここで、:W はｔ分後の試料の質量、: は乾燥試料の質量、
:は試料に水滴を滴下した時の質量である。

．結果と考察
 熱に関する性質
各試料ともにｑPD[値を 回測定し、平均値を求め、図 
に示す。ｑPD[値が最も大 かったのは試料 1Rで、以下、
1R、 、1Rと続き、最も小さかったのは 1Rであ
った。1RのｑPD[値は、冷感敷きパッド はない薄手布団
と比べても小さかった。1R から  までのすべての試料
で接触冷感を謳っていたが、違いがあることが明確になっ
た。大きな違いは価格で、1R～の試料は 円～
円であるのに対し 1Rのみこれらの半額近い 円で
あった。とも れ、1Rの製品が最もひんやり感を感じる
と言えそうである。
図 に各試料の保温率を示す。最も大きいのは試料 1R
次いで 1R、1R、1Rと続き、1Rが最も小さか
った。1Rから 1Rまでの差はほとんどない。保温率は
大きいほど熱を保持する能力が高いので、冷感を求めるの
であれば、小さいほうがよいと言える。そこで、図 に
ｑPD[値と保温率の関係を示す。ｑPD[値は大きく、保温率
は小さいほうが、冷感がより長く感じると言える。この観
点で試料を評価すると、ｑPD[値が 、保温率が ％
の 1RまたはｑPD[値が 、保温率が ％の 1Rが
よ と言えそうだ。当然のことながら、熱は高いほうから
低いほうへ流れるので、冷感を感じる敷物であっても、身
体を移動しなければ、体温に近い温度になるので、冷感を
得たいのであれば、寝返りをうって、身体を移 動する必
要がある。熱移動の原理を知って、正しい使い方をしなけ
れば、よい効果は得られないことを理解すべきである。
図  各試料の保温率
図  各試料 TPD[値と保温率との関係
図 各試料のｑPD[値
図  透湿度に及ぼす試料の厚さの影響
厚さPP 
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湿しにくくなるが、今回はそのような傾向はみられな
かった。透湿度は試料 No.4の 6弱 gm-2h-1以外はほぼ同
じ透湿度 7.5 gm-2h-1前後を示しており、No.4を除き、水
蒸気の通過のしやすさはほぼ同程度であった。吸水性に
関しては、一定量（0.05 mL）の水滴を吸収する時間を
測定し、4回の平均値で表したものを各試料について図
5に示す。試料 No.2が 17 sと最も時間がかかり、吸水
性が悪いことが分かった。次いで、No.5、No.4と続き、
No.3は 2 ｓ、No.1は 0.5 ｓと吸水性がよいことが分かっ
た。すべての試料が吸汗速乾を謳っているが、性能に差
があることが明らかになった。
　図 6に経過時間に対応する試料中の残留水分率を示
す。残留水分率が最も早くゼロになったのは、試料
No.5で、次いで、No.4、No.3、No.1、No.2の順であっ
た。試料中の残留水分率が早くゼロになるほど、乾燥し
やすいということである。
４．まとめ
　これまでの実験結果から、市販敷きパッドの特徴が明
らかになった。
　まず、試料 No.1の商品の大きな特徴としては透湿性
と吸水性が優れていることである。液体の水や水蒸気を
通しやすい、つまり汗を吸収することに優れている商品
であると言える。しかし接触冷温感試験での結果から
ｑ max値が小さいことが明らかとなり冷たく感じにく
い商品であることが言える。また、拡散乾燥に時間がか
かることから汗を吸収したあと湿った状態が長く続いて
しまうことが考えられる。汗をかいたら、強制的に乾燥
することが重要であろう。
　試料 No.2の商品の特徴としてはｑ max値が大きいこ
と、透湿性が大きいことである。そのため布団に触れた
ときにひんやり感じることができ、体内から排出される
水蒸気を逃しやすいので、さらっとした商品であること
が言える。このことから夏用の寝具として機能性はよい
と考えられるが、保温率が大きいという結果から、はじ
めはひんやり感じるのだが長い間寝ていると温かくなっ
てしまうことが推測できる。適度に寝返りをうって、場
所を移動する必要がある。また吸水性、乾燥性の試験結
果が最も悪かったが、吸水性が悪いことで、乾燥性の悪
さをカバーしている。液体水が水蒸気になれば、透湿性
はよいので、快適な環境が保たれるだろう。
　試料 No.3の特徴は、ｑ max値と透湿度が大きく、吸
水性がよいことである。ひんやり感があり、汗や水蒸気
も吸透湿するので、身体は快適な状態に保たれると言え
る。但し、No.2ほどではないものの保温率が他の試料
に比べて若干大きいので、熱がこもらないように、寝返
りなどで身体の位置を変えると快適さが保てる。
　試料 No.4の特徴は、保温率が小さく透湿度も小さい
ことである。このことは熱をため込みにくいが、水蒸気
を通しにくいので蒸れやすいということになる。水蒸気
が飽和状態になって液滴になると、吸水性や乾燥性は一
定程度あるので、液体水は吸水、乾燥により排除される
であろう。
　試料 No.5の特徴は、透湿度が大きく、保温率が小さ
く、乾燥性がよいことである。このことは不感蒸散によ
る水蒸気を逃し、熱はこもらず、汗を吸い取ったあとは
素早く乾くということが言える。水分環境的には快適で
ある。しかしｑ max値が小さいためひんやり感を感じ
にくいことが考えられる。
　以上の結果から冷感を感じやすいのは試料 No.3と 2、
ただし同時に保温率も大きいので、寝返りを打つなどし
て一所にとどまらないような工夫が必要である。特に
最も保温率が大きかった No.2に関しては注意が必要で
ある。冷感は感じにくいが、保温率は小さく、透湿度、
吸水性など水分に対する性質が優れていたのが、試料
No.1と 5であった。不感蒸散による水蒸気や汗を吸透
水し、湿度の調整に優れている。蒸れ感による寝苦しさ
を感じやすい人にとっては優れた商品であろう。
　冷感を感じる商品であっても、使い方によっては冷感
を感じなくなることがある。消費者は冷感を感じる機構
を知り、適切に使用することが必要である。
図５　各試料の滴下法による吸水時間
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 水分に関する性質（透湿、吸水、乾燥）
図に各試料の透湿度を試料の厚さに対してプロットし
たものを示す。一般に透湿度は厚さが厚いほど透湿しにく
くなるが、今回はそのような傾向はみられなかった。透湿
度は試料 1R の  弱 JPK 以外はほぼ同じ透湿度 
JPK前後を示しており、1Rを除き、水蒸気の通過のし
やすさはほぼ同程度であった。吸水性に関しては、一定量
（P/）の水滴を吸収する時間を測定し、回の平均値
で表したものを各試料について図 に示す。試料 1Rが
ｓと最も時間がかかり、吸水性が悪いことが分かった。
次いで、1R、1Rと続き、1Rは ｓ、1Rは ｓ
と吸水性がよいことが分かった。すべての試料が吸汗速乾
を謳っているが、性能に差があることが明らかになった。
 図  に経過時間に対応する試料中の残留水分率を示す。
残留水分率が最も早くゼロになったのは、試料 1R で、
次いで、1R、1R、1R、1Rの順であった。試料中の
残留水分率が早くゼロになるほど、乾燥しやすいというこ
とである。

． まとめ
これまでの実験結果から、市販敷きパッドの特徴が明
らかになった。
まず、試料 1Rの商品の大きな特徴としては透湿性と
吸水性が優れていることである。液体の水や水蒸気を通
しやすい、つまり汗を吸収することに優れている商品で
あると言える。しかし接触冷温感試験での結果からｑPD[
値が小さいことが明らかとなり冷たく感じにくい商品で
あることが言える。また、拡散乾燥に時間がかかること
から汗を吸収したあと湿った状態が長く続いてしまうこ
とが考えられる。汗をかいたら、強制的に乾燥すること
が重要であろう。
1R の特徴としてはｑPD[値が大きいこと、
透湿性が大きいことである。そのため布団に触れたとき
にひんやり感じることができ、体内から排出される水蒸
気を逃しやすいので、さらっとした商品であることが言
える。この とから夏用の寝具として機能性はよいと考
えられるが、保温率が大きいという結果から、はじめ
ひんやり感じるのだが長い間寝ていると温かくなってし
まうことが推測できる。適度に寝返りをうって、場所を
移動する必要がある。また吸水性、乾燥性の試験結果が
最も悪かったが、吸水性が悪いことで、乾燥性の悪さを
カバーしている。液体水が水蒸気になれば、透湿性はよ
いので、快適な環境が保たれるだろう。
1R は、ｑPD[値と透湿度が大きく、吸水性
がよいことである。ひんやり感があり、汗や水蒸気も吸
透湿するので、身体は快適な状態に保たれると言える。
但し、1Rほどではないものの保温率が他の試料に比べ
て若干大きいので、熱がこもらないように、寝返りなど
で身体の位置を変えると快適さが保てる。
1R 徴は、保温率が小さく透湿度も小さいこ
とである。このことは熱をため込みにくいが、水蒸気を
通しにくいので蒸れやすいということになる。水蒸気が
飽和状態になって液滴になると、吸水性や乾燥性は一定
程度あるので、液体水は吸水、乾燥により排除されるで
あろう。
試料 1Rの特徴は、透湿度が大きく、保温率が小さ
く、乾燥性がよいことである。このことは不感蒸散によ
る水蒸気を逃し、熱はこもらず、汗を吸い取ったあとは
素早く乾くということが言える。水分環境的には快適で
ある。しかしｑPD[値が小さいためひんやり感を感じにく
いことが考えられる。
以上の結果から冷感を感じやすいのは試料 1Rと 、
ただし同時に保温率も大きいので、寝返りを打つなどし
て一所にとどまらないような工夫が必要である。特に最
も保温率が大きかった 1Rに関しては注意が必要であ
る。冷感は感じにくいが、保温率は小さく、透湿度、吸
水性など水分に対する性質が優れていたのが、試料 1R
と であった。不感蒸散による水蒸気や汗を吸透水し、
湿度の調整に優れている。蒸れ感による寝苦しさを感じ
やすい人にとっては優れた商品であろう。
冷感を感じる商品であっても、使い方によっては冷感を感
図  残留水分率の時間変化
図  各試料の滴下法による吸水時間
図６　残留水分率の時間変化
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 水分に関する性質（透湿、吸水、乾燥）
図に各試料の透湿度を試料 厚さに対してプロットし
たものを示す。一般に透湿度は厚さが厚いほど透湿しにく
くなるが、今回はそのような傾向はみられなかった。透湿
度は試料 1R の  弱 JPK 以外はほぼ同じ透湿度 
JPK前後を示しており、1Rを除き、水蒸気の通過のし
やすさはほぼ同程度であった。吸水性に関しては、一定量
（P/）の水滴を吸収する時間を測定し、回の平均値
で表したものを各試料について図 に示す。試料 1Rが
ｓと最も時間がかかり、吸水性が悪いことが分かった。
次いで、1R、1Rと続き、1Rは ｓ、1Rは ｓ
と吸水性がよいことが分かった。すべての試料が吸汗速乾
を謳っているが、性能に差があることが明らかになった。
 図  に経過時間に対応する試料中の残留水分率を示す。
残留水分率が最も早くゼロになったのは、試料 1R で、
次いで、1R、1R、1R、1Rの順であった。試料中の
残留水分率が早くゼロになるほど、乾燥しやすいというこ
とである。

． まとめ
これまでの実験結果から、市販敷きパッドの特徴が明
らかになった。
まず、試料 1Rの商品の大きな特徴としては透湿性と
吸水性が優れていることである。液体の水や水蒸気を通
しやすい、つまり汗を吸収することに優れている商品で
あると言える。しかし接触冷温感試験での結果からｑPD[
値が小さいことが明らかとなり冷たく感じにくい商品で
あ が言える。また、拡散乾燥に時間がかかること
から汗を吸収したあと湿った状態が長く続いてしまうこ
とが考えられる。汗をかいたら、強制的に乾燥すること
が重要であろう。
試料 1Rの商品の特徴としてはｑPD[値が大きいこと、
透湿性が大きいことである。そのため布団に触れたとき
にひんやり感じることができ、体内から排出される水蒸
気を逃しやすいので、さらっとした商品であることが言
える。このことから夏用の寝具として機能性はよいと考
えられるが、保温率が大きいという結果から、はじめは
ひんやり感じるのだが長い間寝ていると温かくなってし
まうことが推測できる。適度に寝返りをうって、場所を
移動する必要がある。また吸水性、乾燥性の試験結果が
最も悪かったが、吸水性が悪いことで、乾燥性の悪さを
カバーしている。液体水が水蒸気になれば、透湿性はよ
いので、快適な環境が保たれるだろう。
試料 1Rの特徴は、ｑPD[値と透湿度が大きく、吸水性
がよいことである。ひんやり感があり、汗や水蒸気も吸
透湿するので、身体は快適な状態に保たれると言える。
但し、1Rほどではないものの保温率が他の試料に比べ
て若干大きいので、熱がこもらないように、寝返りなど
で身体の位置を変えると快適さが保てる。
試料 1Rの特徴は、保温率が小さく透湿度も小さいこ
とである。このことは熱をため込みにくいが、水蒸気を
通しにくいので蒸れやすいということになる。水蒸気が
飽和状態になって液滴になると、吸水性や乾燥性は一定
程度あるので、液体水は吸水、乾燥により排除されるで
あろう。
試料 1Rの特徴は、透湿度が大きく、保温率が小さ
く、乾燥性がよいことである。このことは不感蒸散によ
る水蒸気を逃し、熱はこもらず、汗を吸い取ったあとは
素早く乾くということが言える。水分環境的には快適で
ある。しかしｑPD[値が小さいためひんやり感を感じにく
いことが考えられる。
以上の結果から冷感を感じやすいのは試料 1Rと 、
ただし同時に保温率も大きいので、寝返りを打つなどし
て一所にとどまらないような工夫が必要である。特に最
も保温率が大きかった 1Rに関しては注意が必要であ
る。冷感は感じにくいが、保温率は小さく、透湿度、吸
水性など水分に対する性質が優れていたのが、試料 1R
と であった。不感蒸散による水蒸気や汗を吸透水し、
湿度の調整に優れている。蒸れ感による寝苦しさを感じ
やすい人にとっては優れた商品であろう。
冷感を感じる商品であっても、使い方によっては冷感を感
図  残留水分率の時間変化
図  各試料の滴下法による吸水時間
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